




































































































































































































































































会切り抜けの見込みが立った、という意味のことを書いている。 I2 s) またかつて





























































































































































































































(4) r議会制度七十年史 政党会派篇』（大蔵省印刷局 1961) 374頁
(5)『立惑民政党史 前篇』（明治百年史叢書原書房 1973) 208頁
(6)同前 262頁
(7)斎藤隆夫 r回顧七十年』（中公文庫 1987) 33~34頁
(8)今井消ー『大正デモクラシー』（「日本の歴史」 23 中央公論社 1966) 31頁
(9)船橋静ー「思い出の数々」（前掲『小伝』）93~94頁
(10)阿部環「続神戸市長物語 4 小寺謙吉」（神戸市史紀要 神戸の歴史」第11号 1985) 
28頁






(16)植原悦二郎『日本民権発達史 第 2 巻』 so~s1頁
(17)前掲り」ヽ伝』 40頁
(18)『立憲民政党史 後篇』（明治百年史叢書 原書房 1973) 596頁
09)前掲「続神戸市長物語 4」28頁





(25)関根実 『浜口雄幸伝』（同刊行会 1971) 248頁
(26)斎藤隆夫前掲書 81頁
(27)「東京朝日新聞」昭和 3年 9月4日
(28) 前掲 『小伝』 29~30頁
(29)阿部環「続神戸市長物語 3 中井一夫」（「神戸市史紀要 神戸の歴史」第9号 1984) 
58頁












(40)青木枝朗「小寺文庫のこと 再び」（「蔦」 No.4 1978) 
















上田桑鳩「小寺先生胸像の題字」（『随筆・蝉の声』 興文社 1943) 
『三田学園四十年史』（三田学園 1952) 
尾崎行雄「嗚堂自伝」げ尾崎跨堂全集』第11巻所収 公論社 1955) 
「明治前期府県会議員名簿」中（「明治史料」第7号 明治史料研究連絡会 1959) 
『50年の歩み』（三田学園 1962) 
『三田市史』上巻（三田市 1964) 
山口勝弥「山手開館建設の経緯」び風浪』 成山堂書房 1965) 
青木枝朗「小寺文庫のこと」（「新鐘」 14号 1969) 
青木枝朗「小寺謙吉」（『紺碧の空なほ青く 』 早稲田学生新聞会 1977) 
八尾明「旧小寺邸の厩舎」（「神戸市史紀要 神戸の歴史」第3号 1981) 
『日本の歴代市長』第 2巻（歴代知事編纂会 1984) 
「館蔵特殊コレクション摘報 5 小寺文庫」（「ふみくら」 No.12 1987) 
小寺泰子「父 ・謙吉の思い出」（「早稲田大学図書館紀要」第30号 1989) 
「早稲田大学図書館歴代館長屈書館を語る」（同前）
山口東『都市を創った男』（講談社 1990) 
本間暁「小寺謙吉」（『エピソード稲門の群像ーニ五話』早稲田大学出版部 近刊）
（なかにし ゆたか和書データベース化事業室）
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